
解
題本

文
書
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
十
二
月
十
三
日
に
勅
裁
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
権
祝
の
欠
職
時
に
氏

人
の
代
官
が
代
勤
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
た
争
い
に
始
ま
る
。
本
宮
・

権
殿
の
御
内
陣
に
進
む
神
事
に
、
社
職
に
就
い
て
い
な
い
氏
人
が
勤
め
る
こ
と

に
先
例
が
な
い
と
社
司
側
が
訴
え
た
も
の
で
、
そ
の
後
も
七
家
の
社
司
と
新
宮

社
以
下
の
社
司
お
よ
び
氏
人
は
争
い
を
続
け
た
た
め
、
双
方
か
ら
訴
え
を
間
い

賀
茂
県
主
同
族
会
所
蔵
文
書
翻
刻
三
題
そ
の
二

翻
刻
苔
御
書
渡
嗣
職
勤
方
叙
爵
元
服
着
錨

に
先
例
が
な
い
と
社
司
側
が
訴
え
た
も
の
で
、
そ
の
後
出

社
以
下
の
社
司
お
よ
び
氏
人
は
争
い
を
続
け
た
た
め
、
ｗ

た
上
で
勅
裁
の
書
付
を
出
し
た
。

こ
の
御
書
渡
は
「
關
職
勤
方
」
、
「
着
抱
事
」
、
「
叙
爵
事
」

「
閾
職
勤
方
」
は
社
司
欠
職
時
に
氏
人
の
代
官
が
勤
め
る
序
列
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

「
着
抱
事
」
は
位
抱
（
衣
冠
）
の
着
用
規
定
で
、
社
司
職
以
外
の
者
は
、
社

司
の
師
弟
・
氏
人
に
関
わ
ら
ず
叙
爵
お
よ
び
元
服
の
日
を
除
い
て
着
用
を
不
可

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
叙
爵
事
」
は
社
司
と
氏
人
が
従
五
位
下
に
初
叙
さ
れ
る
年
限
を
示
し
た
も

の
で
、
社
司
の
子
は
九
歳
、
氏
人
は
十
五
歳
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
七
家
の
社
司
の
う
ち
五
家
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
書
付
を
受
け
取

ら
な
か
っ
た
た
め
、
違
背
で
あ
る
と
し
て
断
絶
・
流
罪
と
な
っ
た
。
こ
の
顛
末

と
現
代
語
訳
は
、
拙
著
『
賀
茂
祢
宜
神
主
系
図
』
に
見
え
る
事
件
簿
（
２
）
五

「
御
書
渡
嗣
職
勤
方
叙
爵
元
服
着
抱
二
通
」

の
三
つ
か
ら
成
る
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
土
橋
誠
氏
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
と
市
忠
顕

氏
（
賀
茂
県
主
同
族
会
監
事
）
、
に
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団
平
成
二
十
五
年
度
提

案
型
助
成
事
業
「
『
賀
茂
祢
宜
神
主
系
図
』
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
公
開
事
業
」
の
成

果
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

家
騒
動
」
（
『
み
た
ら
し
の
う
た
か
た
』
第
十
四
号
、
平
成
二
十
六
年
）
に
詳
し

い
の
で
こ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

凡
例・文

中
（
）
は
翻
刻
者
の
注
記
を
示
す
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
は
適
宜
補
っ
た
。

［
番
号
］
そ
の
他
三
七

［
体
裁
］
写
本
二
枚
、
包
入

縦
四
一
・
七
糎
、
横
五
六
・
一
糎

［
包
表
題
］
享
保
四
年
十
二
十
三
日
御
書
渡
關
職
勤
方
・
叙
爵
元
服
着
抱
二

通

山
本
宗
尚

-２９-



本
文

着
抱
事錐

為
七
家
社
司
嫡
男
、
非
職
輩
者
、
叙
爵
・
元
服
之
日
、
着
位
抱
可
令
社
参
。

自
翌
日
着
抱
可
為
停
止
。
氏
人
輩
同
叙
爵
・
元
服
之
日
、
着
位
抱
令
社
参

叙
爵
事

一 一

（關職勤方）

一
五
官
關
職
之
時
、
自
七
家
社
司
片
岡
社
職
可
相
勤
之
、
片
岡
以

之
節
者
、
於
社
中
称
代
官
役
来
候
五
人
之
氏
人
之
内
可
相
勤
事

自
翌
日
着
抱
可
為
停
止
。

自
翌
日
着
抱
可
為
停
止
。

申
旨
錐
、
有
申
渡
自
今
従
十
五
歳
可
申
爵
。

但
元
服
之
日
、
於
無
位
者
尤
可
着
浄
衣
也
。

七
家
社
司
嫡
男
、
任
近
例
、
自
九
歳
可
申
爵
。
於
氏
人
者
、
先
年
自
廿
歳
可

右
代
官
役
五
人
之
氏
人
之
内
、
可
相
勤
。
先
々
神
主
井
四
官
閥
之
節
、
氏

人
代
官
勤
仕
之
例
有
之
上
者
、
錐
為
五
官
之
内
代
官
役
之
氏
人
可
相
勤
事
。

五
官
閾
職
之
時
、
片
岡
・
貴
布
祢
祢
宜
・
祝
等
自
然
於
有
故
障
・
所
労
者
、

片
岡
以
下
社
職
關

着
位
抱
令
社
参
。
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